
心
の
不
安
、
軽
減
を

八
ｇ
八
戻
ま
援
首
都
で
約
仙
人
診
断
水
斜
特
証
言

　
首
都
圏
で
起
こ
っ
た
洪
水
の

被
災
者
支
援
と
し
て
、
日
本
の

国
際
医
療
救
援
団
体
・
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
テ
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
、

本
部
・
岡
山
県
）
は
2
4
日
、

害
が
深
刻
な
北
ジ
ャ
カ
ル

プ
ン
ジ
ャ
リ
ン
ガ
ン
に
あ

る夕
ジの被

ャ
カ
ル
タ
第
９
工
業
職
業
訓
練

高
校
で
医
療
診
断
を
行
っ
た
。

日
本
か
ら
派
遣
さ
れ
た
看
護
師

の
山
路
未
来
さ
ん
と
調
整
員
の

ア
ロ
イ
シ
ウ
ス
・
シ
タ
ミ
さ
ん

の
ほ
か
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
支
部
の
ハ
ム
カ
こ
フ
ニ
医

師
、
ア
ジ
ア
医
学
生
連
絡
協
議

会
（
Ａ
Ｍ
Ｓ
Ａ
）
の
医
学
生
2
0

人
が
支
援
活
動
に
参
加
し
た
。

　
午
前
Ｈ
時
、
高
校
の
教
室
で

医
療
診
断
が
始
ま
っ
た
。
う
わ

さ
を
聞
き
つ
け
、
続
々
と
周
辺

住
民
が
詰
め
掛
け
る
。
大
半
は

女
性
や
子
ど
も
、
高
齢
者
。
学

校
周
辺
は
ま
だ
水
が
残
っ
て
い

　
　
「
ど
こ
か
具
合
の
悪
い
と
こ

ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
聴
診

器
を
患
者
の
腹
部
に
当
て
、
診

断
す
る
医
師
と
医
学
生
。
患
者

の
多
く
は
上
気
道
炎
、
皮
膚
疾

患
、
下
痢
を
患
っ
て
お
り
、
解

熱
・
鎮
痛
剤
、
下
痢
止
め
や
ビ

タ
ミ
ン
剤
な
ど
を
処
方
し
た
。

心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
も
帯
同
し
、

子
育
て
中
の
母
親
や
高
齢
者
な

ど
の
相
談
に
応
じ
た
。

　
診
察
を
終
え
た
山
路
さ
ん
は

『
洪
水
後
の
衛
生
環
境
が
悪
く
、

被
災
後
の
早
い
時
期
に
診
断
を

受
け
る
必
要
が
あ
る
。
少
し
で

も
心
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と

が
大
切
」
と
訴
え
た
。

　
ま
た
、
高
校
で
避
難
生
活
を

送
る
住
民
に
、
不
足
し
て
い
る

紙
お
む
つ
や
ミ
ル
ク
な
ど
の
乳

児
用
品
、
生
理
用
品
を
配
布
し
、

周
辺
の
家
を
２
時
間
掛
け
て
訪

問
診
断
し
た
。

　
プ
リ
タ
・
ハ
ラ
パ
ン
大
学
医

学
部
に
通
う
ナ
タ
シ
ャ
・
シ
ェ

る
。
衛
生
環
境
が
悪
化
し
、
千
に
な
る
」
よ
継
牝
牡
な
万
言

く
の
住
民
が
健
康
を
不
安
視
し
・

て
い
た
。

診
断
す
る
山
路
さ
ん
（
右
）

に
症
状
を
伝
え
る
住
民

一 … － 一 一

リ
エ
ル
・
几
テ
ィ
ア
ナ
さ
ん
】

（
2
0
）
は
「
被
災
後
の
定
期
的
な
・
．

ケ
ア
が
住
民
の
復
興
へ
の
助
け

重
発
注
を
語
っ
た
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
、
2
1
～
2
4
日
に

匝
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
グ
ロ
ゴ
ル
、

西
ジ
ャ
ワ
州
ブ
カ
シ
県
を
訪
問

し
、
医
療
診
断
を
実
施
。
３
日

間
で
約
４
０
０
人
の
住
民
を
診

察
し
た
と
い
う
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は

今
後
、
被
害
状
況
を
見
て
、
被

災
地
域
の
支
援
を
検
討
し
て
い

く
予
罵

　
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
洪
水
被
害
を

受
け
、
募
金
を
受
け
付
け
て
い

る
。
詳
細
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
（
汗
迂
言
訃
と
こ
哭
）

ま
で
。

　
　
　
　
（
小
塩
航
大
、
写
真
も
）
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